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平
成
28
年
度
み
ち
の
く
家
族
介
護

教
室
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
も
家
族
介
護
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は「
介
護
技
術
」で
す
。去
る
６
月
・
７
月
の

回
で
は
、福
祉
用
具
の
使
い
方
や
体
位
交
換
、着
替
え

の
仕
方
を
行
い
、「
分
か
り
や
す
か
っ
た
」「
今
後
に

生
か
し
ま
す
！
」な
ど
、沢
山
の
方
の
ご
好
評
を
頂

き
ま
し
た
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
家
族
介
護
教

室
、お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
次
回
予
定
内
容
】

・
９
／
17
…
ベ
ッ
ド
か
ら
車
椅
子
等
へ
の
移
乗
、そ

　
　
　
　

  

の
反
対
の
仕
方

・
10
／
15
…
訪
問
入
浴
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

※
何
れ
も
金
谷
地
域
ホ
ー
ル（
む
つ
市
金
谷
２
―
20

―
２
）に
て
、午
後
２
時
よ
り
行
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

み
ち
の
く
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
０
１
７
５（
23
）７
９
３
０

快適な環境づくりのお手伝い

（車いす・ベッド・リハビリ機器他）

住宅改修

介護用品のレンタル・販売○

○

シルバーサービス株式
会社
〒 035-0033　むつ市横迎町 2-9-13

ＴＥＬ　0175-22-9511

み
ち
の
く
議
会
、発
足
で
す
！

職
員
に
よ
る
職
員
の
た
め
の
議
会

　
今
年
度
よ
り
、当
法
人
は
新
た
な
取
り
組

み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
名
も「
み
ち
の
く
議
会
」。働
き
や
す

い
施
設
環
境
を
育
む
た
め
に
、職
員
が
主
体

と
な
っ
て
議
会
を
作
り
議
論
を
行
う
と
い
う

斬
新
な
取
り
組
み
で
す
。

　
職
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
議
会
を
運
営

す
る
こ
と
で
、現
場
の
職
員
一
人
一
人
の
細

か
な
要
望
事
項
や
業
務
に
対
し
て
の
新
し
い

ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
を
可

能
と
し
ま
す
。ま
た
、風
通
し
の
良
い
、働
き

や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、就

業
意
欲
の
改
善
に
繋
げ
る
こ
と
が「
み
ち
の

く
議
会
」の
目
的
で
も
あ
り
ま
す
。

　「
み
ち
の
く
議
会
」の
議
員
は
９
名
で
す
。

当
法
人
に
勤
務
す
る
全
職
種（
介
護
職
員
・
医

療
職
員
・
相
談
員
・
フ
ー
ド
職
員
・
事
務
員
・
管
理

員
）が
議
員
に
な
る
資
格
を
持
ち
、拠
点
と
職

種
ご
と
に
立
候
補
や
他
薦
で
挙
げ
ら
れ
た
職

員
の
中
か
ら
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
ま
す
。各

職
種
の
代
表
者
が
集
う
こ
と
で
、様
々
な
視
点

で
提
案
事
項
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
議
会
は
、年
４
回
の
定
期
開
催
の
他
、緊
急

議
案
発
生
時
に
は
議
長
が
招
集
す
る
な
ど
、一

般
市
議
会
の
よ
う
に
運
営
規
定
を
設
け
、実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
第
１
回
目
の
議
会
は
６
月
に
開
催
さ
れ
、今

後
の
活
動
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。始
め

は
不
慣
れ
な
部
分
も
あ
り
、各
議
員
に
戸
惑
い

も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、今
後
の
取
り
組
み
に
対

し
て
の
協
議
で
は
、皆
が
積
極
的
に
意
見
を
出

し
合
い
、こ
れ
か
ら
の
議
会
運
営
に
お
け
る
意

欲
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
た
に
発
足
し
た
み
ち
の
く
議
会
が
、開
か

れ
た
運
営
と
協
議
の
場
に
な
れ
る
よ
う
、議
員

共
々
学
び
な
が
ら
、職
員
の
為
に
尽
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。みち

の
く
議
会
議
長
／
野
里
哲
也

議会のテーマは職員ひとりひとりからの声。

アンケートで職員からの意見を募り、議論されます。

【相談員代表】
野里  哲也

（むつ市地域包括支援
センターみちのく）

【十二林地区代表】
小関  美津子

（みちのくケアプラ
ンセンター）

【金谷地区代表】
伊與部  誠

（みちのく金谷デイ
サービスセンター）

【城ヶ沢地区代表】
鹿内  美津穂

（ み ち の く 城 ヶ 沢
フードセンター）

【事務員代表】
奥島  義徳

（青森社会福祉振
興団・法人本部）

【フード職員代表】
杉山  麗

（みちのく城ヶ沢
フードセンター）

【管理員代表】
藤江  一人

（特別養護老人ホー
ム金谷みちのく荘）

【医療職員代表】
吉田  愛

（みちのく訪問看
護ステーション）

【介護職員代表】
浜辺  将志

（特別養護老人ホー
ムみちのく荘）

◆
第
１
期
み
ち
の
く
議
会
議
員
紹
介

《
任
期
》２
年（
２
０
１
６
月
６
月
１
日
～

２
０
１
８
年
５
月
31
日
迄
）

議長

こ

私
の
小
径

み
ち

　

雪
田
良
子
さ
ん
は
、「
み
ち
の
く
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
み
ち
の
く
デ
イ

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
な
が
ら
、自
宅
で
夫
の
寛
さ
ん
と
２

人
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

寛
さ
ん
と
は
中
学
校
か
ら
の
知
り
合
い

で
、寛
さ
ん
が
大
畑
へ
の
転
勤
が
決
ま
っ

た
の
を
機
に
結
婚
、２
人
の
子
ど
も
に
も

恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

50
代
の
頃
に
慢
性
腎
不
全
と
な
り
通
院

し
て
い
た
良
子
さ
ん
で
す
が
、２
０
１
４

年
６
月
に
自
宅
で
転
倒
、骨
折
し
入
院
し

ま
し
た
。徐
々
に
回
復
し
退
院
の
話
が
で

た
矢
先
に
、今
度
は
腎
機
能
の
低
下
か
ら

全
身
が
む
く
ん
で
し
ま
い
、人
工
透
析
が

必
要
な
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
週
３
日
、人
工
透
析
の
た

め
に
通
院
を
し
て
い
ま
し
た
が
、何
か

あ
っ
た
ら
と
い
う
不
安
や
、体
調
を
維
持

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
訪
問
看
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

体
調
も
安
定
し
て
き
て
か
ら
は「
み
ち

の
く
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」で
の
リ
ハ
ビ

リ
も
開
始
し
、歩
行
練
習
や
下
肢
筋
力
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
み
ち
の
く
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」に
通

い
続
け
て
約
１
年
半
、現
在
は
訪
問
看
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
隔
週
に
す
る
ま
で
に

回
復
し
ま
し
た
。

「
お
父
さ
ん
の
お
蔭
で
幸
せ
に
暮
ら
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
の
。」

と
、今
ま
で
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
に
っ

こ
り
笑
う
良
子
さ
ん
。良
子
さ
ん
が
入
院

す
る
ま
で
は
家
事
が
出
来
な
か
っ
た
寛
さ

ん
で
す
が
少
し
ず
つ
覚
え
、今
で
は
代
わ

り
に
家
事
を
行
い
ま
す
。

　

良
子
さ
ん
も
自
分
の
健
康
を
気
遣
っ
て

水
分
制
限
な
ど
を
続
け
、少
し
で
も
体
調

良
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

「
私
の
や
れ
な
い
こ
と
を
お
父
さ
ん
が
頑

張
っ
て
く
れ
る
か
ら
、私
は
、私
が
で
き
る

こ
と
を
頑
張
ら
な
い
と
。」

と
、お
互
い
で
き
な
い
部
分
を
補
い
合
い
、

助
け
合
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

「
私
の
全
部
が
お
父
さ
ん
で
で
き
て
い
る

の
。一
部
で
は
足
り
な
い
の
。」

な
ど
と
冗
談
を
言
い
合
う
お
し
ど
り
夫
婦

ぶ
り
で
、周
囲
の
人
た
ち
を
会
話
と
笑
顔

で
楽
し
ま
せ
ま
す
。

　

家
の
窓
か
ら
外
を
眺
め
る
と
、寛
さ
ん

の
作
っ
た
良
子
さ
ん
お
気
に
入
り
の
庭
が

広
が
り
ま
す
。池
に
は
鯉
が
泳
ぎ
、飼
育
し

て
か
ら
43
年
に
な
る
も
の
も
い
ま
す
。

　

最
近
の
楽
し
み
は
、庭
に
設
置
し
た
鳥

か
ご
に
野
鳥
が
入
っ
て
く
れ
な
い
か
と
眺

め
る
こ
と
で
す
。

「
ね
ぇ
ね
ぇ
お
父
さ
ん
、今
、小
鳥
が
入
り

そ
う
だ
っ
た
よ
。」

と
楽
し
そ
う
に
寛
さ
ん
に
教
え
ま
す
。　

　

結
婚
56
年
目
。自
慢
の
庭
を
眺
め
な
が

ら
会
話
と
笑
顔
に
溢
れ
、こ
れ
か
ら
も
住

み
慣
れ
た
自
宅
で
穏
や
か
に
過
ご
し
て
い

き
ま
す
。

  

記
／
北
川　

夕
紀「この人だから一緒になった。」良子さんと寛さんは互いにかけがえのない存在です。

雪田　良子 さん 

会話と笑顔溢れる日々を大切にしていきたい。
夫婦の幸せの形がここにあります。

昭和 10 年生まれ 81 歳 / 川内町出身
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やさしい街づくりを応援しています。

みちのく荘夏の２大イベント

終了の報告

７
月
30
日（
土
）、「
み
ち
の
く

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
」

が
開
催
し
ま
し
た
。

８
月
19
日（
金
）、む
つ
青
年

会
議
所
主
催
の
み
こ
し
祭

り
に
参
加
し
、見
事
Ｊ
Ｃ
み

こ
し
大
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

「まるめろ通信」のご感想をお寄せください。　
連絡先：0175(23)1600　
まるめろ通信編集委員／鳴海まで

青森県むつ市大曲二丁目 13-35

ニッショク

水産物・青果物・食肉・冷凍食品等の卸売

ＮＩＳＳＹＯＫＵ

電話 （０１７５）

有限会社

ＦＡＸ  （０１７５）

借　　方 貸　　方 借　　方 貸　　方

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額 科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

人 件 費 支 出 773,862 介 護 保 険 事 業 収 入 1,151,170 流　動　資　産 713,814 流　動　負　債 229,593
事 業 費 支 出 241,698 老 人 福 祉 事 業 収 入 46,579 現 金 預 金 486,051 短 期 運 営 資 金 借 入 金 64,811
事 務 費 支 出 133,842 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 事 業 収 入 955 事 業 未 収 金 215,372 事 業 未 払 金 29,334
支 払 利 息 支 出 20,421 医 療 事 業 収 入 135,977 未 収 金 434 そ の 他 の 未 払 金 1,415
そ の 他 の 支 出 372 そ の 他 の 事 業 収 入 52,647 未 収 補 助 金 3,072 1 年以内返済予定設備資金借入金 109,800

経 常 経 費 寄 附 金 収 入 772 貯 蔵 品 3,655 1 年以内返済予定長期運営資金借入金 1,176
事 業 活 動 支 出 計 1,170,195 受 取 利 息 配 当 金 収 入 54 診 療・ 療 養 費 等 材 料 814 未 払 費 用 358
設 備 資 金 借 入 金 元 金 償 還 支 出 134,800 そ の 他 の 収 入 4,511 商 品 ・ 製 品 1,442 預 り 金 5,004
固 定 資 産 取 得 支 出 92,289 立 替 金 53 職 員 預 り 金 3,365
施 設 整 備 等 支 出 計 227,089 事 業 活 動 収 入 計 1,392,665 前 払 費 用 2,921 前 受 収 益 21
積 立 資 産 支 出 1,490 設 備 資 金 借 入 金 収 入 25,000 賞 与 引 当 金 14,309
そ の 他 の 活 動 に よ る 支 出 7,809 固 定 資 産 売 却 収 入 20,050
そ の 他 の 活 動 支 出 計 9,299 施 設 整 備 等 収 入 計 45,050
支 出 合 計 1,406,583 長 期 運 営 資 金 借 入 金 収 入 3,000 固　定　資　産 3,403,310 固　定　負　債 1,524,151
当 期 資 金 収 支 差 額 40,108 そ の 他 の 活 動 に よ る 収 入 5,976 基　本　財　産　 1,429,792 設 備 資 金 借 入 金 1,460,169
前 期 末 支 払 資 金 残 高 567,142 そ の 他 の 活 動 収 入 計 8,976 土 地 225,943 長 期 運 営 資 金 借 入 金 1,824
当 期 末 支 払 資 金 残 高 607,250 収 入 合 計 1,446,691 建 物 833,896 退 職 給 付 引 当 金 62,158

建 物 附 属 設 備 369,953
そ  の  他  の  固  定  資  産 1,973,518

借　　方 貸　　方 土 地 269,141
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額 建 物 643,060 負 債 の 部 合 計 1,753,744

人 件 費 775,228 介 護 保 険 事 業 収 益 1,151,170 建 物 附 属 設 備 376,595 基 本 金 216,929
事 業 費 241,216 老 人 福 祉 事 業 収 益 46,579 構 築 物 196,861 国 庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金 703,450
事 務 費 133,850 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 事 業 収 益 955 機 械 及 び 装 置 14,947 次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 1,443,001
減 価 償 却 費 243,929 医 療 事 業 収 益 135,977 車 輌 運 搬 具 23,113 　 次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 1,443,001
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 52,585 そ の 他 の 事 業 収 益 52,647 器 具 及 び 備 品 310,062 　( う ち 当 期 活 動 増 減 差 額 ) 9,875
サ ー ビ ス 活 動 費 用 計 1,341,638 経 常 経 費 寄 附 金 収 益 772 建 設 仮 勘 定 62,075
支 払 利 息 20,421 サ ー ビ ス 活 動 収 益 計 1,388,100 権 利 1,163
そ の 他 の サ ー ビ ス 活 動 外 費 用 372 受 取 利 息 配 当 金 収 益 54 ソ フ ト ウ ェ ア 15,084
サ ー ビ ス 活 動 外 費 用 計 20,793 そ の 他 の サ ー ビ ス 活 動 外 収 益 4,511 退 職 給 付 引 当 資 産 12,458
固 定 資 産 売 却 損・ 処 分 損 20,359 退 職 共 済 預 け 金 46,010

移行時減価償却特別積立資産 2,259
特 別 費 用 計 20,359 サ ー ビ ス 活 動 外 収 益 計 4,565 預 託 金 457
費 用 合 計 1,382,790 そ の 他 の 固 定 資 産 233
当 期 活 動 増 減 差 額 9,875
前 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 1,433,126
当 期 末 繰 越 活 動 増 減 差 額 1,443,001 特 別 収 益 計 0 純 資 産 の 部 合 計 2,363,380
次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 1,443,001 収 益 合 計 1,392,665 資 産 の 部 合 計 4,117,124 負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 4,117,124

社
会
福
祉
法
人

青
森
社
会
福
祉
振
興
団
／
平
成
27
年
度
決
算
報
告

　
社
会
福
祉
法
人
は
、
財
務
内
容
の
一
般
公
開
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
み
ち
の
く
荘
は
、
こ
れ

か
ら
も
市
民
の
み
な
さ
ま
に
必
要
な
情
報
は
公
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
詳
し
い
内
容
は
、
み
ち
の
く
荘
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
施
設
に
お
い
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

資 金 収 支 計 算 書

事 業 活 動 計 算 書

貸 借 対 照 表 単位：千円
2016 年 3 月 31 日

単位：千円
2016 年 3 月 31 日

単位：千円
2016 年 3 月 31 日

み
ち
の
く
金
谷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

い
ち
お
し
!!
プ
ロ
グ
ラ
ム
①

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
す
。

　

午
前
中
は
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、午

後
に
お
風
呂
で
汗
を
流
し
て
帰
る
方
、午
前
中

は
友
人
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
、帰
る
前
に
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
さ

れ
る
方
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
皆
さ
ん
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、

「
自
分
に
は
無
理
、出
来
な
い
よ
。」「
疲
れ
る
。」

と
言
っ
た
声
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、外
部
講
師
２
人
の
メ
ニ
ュ
ー
の
工
夫
も
あ

り
、現
在
で
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
目
的
に
み

ち
の
く
金
谷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

介
護
職
員
が
本
を
片
手
に
行
う
の
で
は
な

く
、運
動
の
専
門
家
が
利
用
者
の
表
情
を
見
な

が
ら
行
う
こ
と
で
、利
用
者
の
疑
問
や
身
体
に

つ
い
て
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
事
が
で

き
る
の
も
、こ
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
魅
力
の

一
つ
で
す
。

インストラクターの木村朋子さ

んは、火曜日 10 時 30 分～と 13

時 30 分～、木曜日 10 時 30 分

～と13時30分～を担当します。

健康運動指導士の伊藤真輝さん

は、月曜日 13 時 30 分～、水曜

日 10 時 30 分～、金曜日 13 時

30 分～を担当します。

時間は 45 分間、楽しい音楽に合わせて行い、途中

に水分補強などの休憩をはさみます。

　

み
ち
の
く
金
谷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
１
日
体
験
を
実
施
し
て
い
ま

す
。自
宅
ま
で
の
送
迎
付
き
で
す
。お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

電
話
／
０
１
７
５（
23
）０
７
７
１

　

担
当
／
玉
谷

　

み
ち
の
く
金
谷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
自
分
磨
き
」を
テ
ー
マ
に
、自
立
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、み
ち

の
く
金
谷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介

し
ま
す
。

   

第
１
回　

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

み
ち
の
く
金
谷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
の
中
に
は
、一
人
暮
ら
し
の
方
や
、家
族

が
仕
事
の
た
め
日
中
は
家
で
一
人
で
い
る
と
い

う
方
が
大
勢
い
ま
す
。そ
う
し
た
方
々
が
身
体
機

能
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
こ
と
、そ
し
て
少
し
で

も
長
く
住
み
慣
れ
た
家
や
家
族
と
一
緒
に
過
ご

せ
る
こ
と
を
目
的
に
、こ
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、健
康
運
動
指
導
士
の
伊

藤
真
輝
さ
ん
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
木
村
朋
子

さ
ん
の
２
名
の
外
部
講
師
が
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
の
反
動
を
利
用
し

た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
、タ
オ
ル
を
利
用
し
た

まるめろ美術館ご案内
関野凖一郎記念

開館時間 /10：00 ～ 16：00
休館日 /水曜・木曜・日曜・祝日・年末年始

水墨画展
期間／2016 年 9月 30日～ 2017 年 1月 31日

～山水画の達人 野沢如洋の世界～

※「こうげい展」は2016年9月27日まで開催しています。

掛け軸   馬の図（水墨画）／野沢如洋

趣味

出身地 インドネシア共和国
スマトラ島 /メダン
(ジャカルタ市から飛行機で２時間)

音楽鑑賞、読書

●
ナ
ニ
さ
ん
の
自
筆
で
す
。

　

ロ
ト
ゥ
ア
ニ
・
プ
ル
バ
さ
ん（
通
称
ナ
ニ
さ
ん
）は
、Ｅ
Ｐ

Ａ(

経
済
連
携
協
定)

第
６
期
生
と
し
て
、２
０
１
４
年
12

月
に
み
ち
の
く
荘
に
や
っ
て
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
介
護

福
祉
士
候
補
生
で
す
。

　

む
つ
市
で
の
生
活
や
介
護
の
仕
事
に
も
慣
れ
て
き
た
ナ

ニ
さ
ん
。忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、研
修
で
県

外
へ
出
か
け
た
時
に
は
同
郷
の
友
人
と
の
再
会
や
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
で
外
食
を
し
た
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

も
楽
し
み
ま
す
。帰
国
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
少
な
く
、な
か
な

か
家
族
に
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、テ
レ
ビ
電
話
の

時
間
が
家
族
団
ら
ん
の
ひ
と
と
き
で
す
。
〈
編
集
委
員
〉


